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本
連
合
会
の
第
五
回
常
任
理
事

会
が
二
月
六
日
、
東
京
・
市
ヶ
谷

の
私
学
会
館
で
開
か
れ
、
平
成
二

十
一
年
度
私
学
助
成
対
策
の
総
括

を
行
う
と
と
も
に
、
平
成
二
十
年

度
中
間
決
算
案
・
同
監
査
報
告
、

同
収
支
補
正
予
算
案
、
平
成
二
十

一
年
度
事
業
計
画
案
、
同
収
支
予

算
案
な
ど
が
説
明
さ
れ
、
審
議
を

行
っ
た
。
こ
の
日
は
、
報
告
・
審

議
に
先
立
ち
文
部
科
学
省
高
等
教

育
局
私
学
部
の
河
村
潤
子
部
長
、

村
田
善
則
・
私
学
行
政

課
長
、
白
間
竜
一
郎
・

私
学
助
成
課
長
が
平
成

二
十
一
年
度
私
学
関
係

政
府
予
算
案
と
税
制
改

正
等
に
つ
い
て
、
同
省

初
等
中
等
教
育
局
の
神

山
弘
・
教
育
課
程
課
教

育
課
程
企
画
室
長
が
高

校
学
習
指
導
要
領
改
訂

案
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

報
告
を
行
い
、
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
た
。

報
告
・
審
議
の
う
ち
平
成
二
十

一
年
度
私
学
助
成
対
策
の
総
括
で

は
、
近
藤
・
私
学
振
興
部
会
長
等

か
ら
地
方
交
付
税
に
よ
る
財
源
措

置
に
関
し
て
は
権
限
を
持
つ
鳩
山

総
務
大
臣
へ
の
要
請
が
新
規
の
私

立
高
校
に
対
す
る
授
業
料
軽
減
措

置
二
十
億
円
を
引
き
出
す
な
ど
の

成
果
に
結
び
つ
い
た
こ
と
、
ま
た

耐
震
補
助
に
関
し
て
は
Ｉ
ｓ
値
〇

・
三
未
満
の
施
設
に
関
し
て
は
補

助
率
が
三
分
の
一
か
ら
二
分
の
一

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
、
特
に

東
京
都
で
は
補
助
率
が
五
分
の
四

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
各
道
府
県

で
も
行
政
当
局
に
上
乗
せ
補
助
を

要
望
し
て
ほ
し
い
と
語
っ
た
。

耐
震
補
助
に
関
し
て
は
、
改
築

も
補
助
対
象
に
加
え
て
ほ
し
い
と

の
要
望
が
出
さ
れ
、
吉
田
会
長
は

私
学
振
興
部
会
で
検
討
す
る
と
回

答
し
た
。

続
い
て
廣
瀬
・
会
計
部
会
長
、

福
島
事
務
局
長
か
ら
平
成
二
十
年

度
の
中
間
決
算
案
・
監
査
報
告
の

説
明
が
行
わ
れ
、
今
年
度
は
経
費

の
節
減
に
努
め
た
こ
と
、
そ
の
後

福
島
事
務
局
長
か
ら
二
十
年
度
収

支
補
正
予
算
案
に
関
し
て
Ｏ
Ａ
化

推
進
の
た
め
に
積
み
立
て
を
設
け

た
こ
と
、
ま
た
平
成
二
十
一
年
度

事
業
計
画
案
、
同
収
支
予
算
案
に

関
し
て
は
、
経
済
・
政
治
情
勢
が

不
透
明
の
た
め
、
今
ま
で
の
事
業

を
着
実
に
継
続
し
つ
つ
も
、
事
態

の
推
移
を
見
極
め
、
変
化
に
対
応

で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
く

方
針
で
、
国
庫
補
助
獲
得
に
関
し

て
明
確
な
根
拠
を
も
っ
て
、
ま
た

地
方
自
治
体
の
授
業
料
軽
減
助
成

に
関
し
て
は
財
源
と
な
る
国
庫
補

助
獲
得
へ
例
年
以
上
に
強
力
な
運

動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
、
国
の

教
育
改
革
に
関
し
て
は
日
私
教
研

と
連
携
し
て
、
い
ち
早
く
情
報
を

獲
得
、
各
都
道
府
県
私
学
協
会
に

伝
え
る
体
制
を
整
備
、
広
報
に
関

し
て
も
、
連
合
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
設
、
情
報
伝
達
の
強
化
を

図
る
こ
と
、
財
団
法
人
日
本
私
学

教
育
研
究
所
の
実
施
す
る
教
員
免

許
更
新
講
習
に
つ
い
て
本
連
合
会

は
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

方
針
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
議
案
は
三
月
の
全
国

理
事
会
・
全
国
評
議
員
会
合
同
会

議
に
諮
る
こ
と
に
な
っ
た
。

部
会
・
委
員
会
報
告
で
は
、
實

吉
・
教
育
制
度
委
員
長
が
高
校
の

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
関
す
る

文
部
科
学
省
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
に
本
連
合
会
も
意
見
を
提
出

し
た
こ
と
と
、
そ
の
意
見
の
内
容

な
ど
を
説
明
し
た
。ま
た
森
本
・
調

査
委
員
長
か
ら
は
「
二
十
年
度
調

査
報
告
書
」が
ま
と
ま
っ
た
こ
と
、

吉
田
会
長
か
ら
は
経
済
情
勢
が
急

速
に
悪
化
す
る
中
、
各
都
道
府
県

私
学
協
会
の
協
力
を
得
て
私
立
高

校
に
お
け
る
授
業
料
滞
納
者
の
調

査
を
行
っ
た
結
果
、
昨
年
十
二
月

末
日
時
点
で
私
立
高
校
に
お
け
る

授
業
料
滞
納
者
は
二
万
四
千
四
百

九
十
人
に
も
上
る
こ
と
が
こ
の
ほ

ど
判
明
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
授
業
料
滞
納
者
の
比
率
は
二

・
七
％
。十
九
年
度
末
の
〇
・
九
％

か
ら
三
倍
に
も
増
加
し
て
い
た
。

日
私
教
研
に
関
し
て
は
、
各
種

の
直
轄
研
修
会
は
名
称
を
改
め
教

員
免
許
状
更
新
講
習
へ
参
加
す
る

教
員
の
こ
と
も
考
慮
し
て
八
月
十

七
・
十
八
の
両
日
、
千
葉
市
の
海

外
職
業
訓
練
協
会
研
修
セ
ン
タ
ー

で
、
生
徒
指
導
や
教
科
別
研
修
な

ど
を
ま
と
め
て
開
催
す
る
こ
と
な

ど
が
報
告
さ
れ
た
。

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
発
行

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
四
丁
目
二
番
二
五
号

（
私
学
会
館
内
）
郵
便
番
号
一
〇
二
�
〇
〇
七
三

電
話

〇
三
（
三
二
六
二
）
二
八
二
八
・
一
六
一
五

購
読
料
は
一
年
で
三
千
円
（
会
費
に
含
め
て
徴
収
）

主主なな内内容容
平
成
２１
年
度
地
方
交
付
税
措
置
…
…
…
…
３
面

高
校
学
習
指
導
要
領
案
に
関
す
る
意
見
…
４
面

平
成
２０
年
度
調
査
報
告
書
…
…
…
…
…
…
５
面

日
私
教
研
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８
面

第 ５ 回
常任理事会

私
学
助
成
対
策
を
総
括

２１
年
度
事
業
計
画
案
な
ど

審
議

授
業
料
滞
納
状
況

調
査
実
施

２月６日の第５回常任理事会
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本
連
合
会
の
二
月
六
日
の
第
五

回
常
任
理
事
会
で
文
部
科
学
省
の

河
村
潤
子
・
私
学
部
長
ら
が
私
学

を
め
ぐ
る
情
勢
な
ど
を
報
告
し

た
。
河
村
私
学
部
長
の
報
告
要
旨

は
次
の
通
り
。

国
の
補
助
金
は
奨
励
的
な
補
助

金
に
な
り
、
都
道
府
県
が
し
っ
か

り
と
助
成
で
き
る
よ
う
に
と
い
う

位
置
づ
け
。
実
需
と
と
も
に
シ
ン

ボ
リ
ッ
ク
の
意
味
で
も
補
助
金
を

獲
得
す
る
こ
と
が
重
要
。
皆
さ
ん

の
叱
咤
激
励
も
あ
り
何
と
か
単
価

ア
ッ
プ
と
と
も
に
、
高
校
以
下
の

総
額
を
確
保
し
た
。
経
常
費
補
助

で
も
耐
震
補
強
で
も
単
価
を
上
げ

る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
財

政
当
局
の
抵
抗
感
が
一
番
強
い
。

そ
れ
を
少
し
乗
り
越
え
た
の
が
来

年
度
予
算
案
か
な
と
思
う
。
財
団

法
人
や
社
団
法
人
の
仕
組
み
が
昨

年
十
二
月
よ
り
変
わ
っ
た
。
公
益

性
の
認
定
が
厳
し
く
な
っ
た
。
学

校
法
人
も
大
き
く
言
う
と
そ
う
し

た
方
針
の
中
の
一
つ
。
学

校
法
人
は
最
も
税
制
上
の

優
遇
措
置
が
多
く
付
い
て

い
る
点
で
は
そ
の
公
共
性

が
高
く
認
め
ら
れ
て
い
る

が
、
何
か
の
不
祥
事
が
あ

る
と
税
制
を
悪
用
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
の
議

論
に
結
び
つ
く
こ
と
を
恐

れ
て
い
る
。
二
月
三
日
の

衆
議
院
の
予
算
委
員
会
で

高
校
の
授
業
料
が
払
え

ず
、
退
学
し
た
生
徒
の
こ
と
が
取

り
上
げ
ら
れ
た
。
授
業
料
減
免
の

仕
組
み
が
あ
る
こ
と
を
是
非
、
困

っ
て
い
る
生
徒
に
伝
わ
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
と
の
話
が
麻
生
総
理

か
ら
あ
っ
た
。

◇

ま
た
白
間
竜
一
郎
・
私
学
助
成

課
長
は
資
料
を
下
に
平
成
二
十
一

年
度
私
学
関
係
予
算
案
の
概
要
を

説
明
し
た
。
こ
の
中
で
私
立
高
等

学
校
等
経
常
費
助
成
費
等
補
助
金

に
つ
い
て
は
、
二
十
一
年
度
を
含

め
三
年
間
、
前
年
度
比
同
額
を
確

保
で
き
た
こ
と
な
ど
を
報
告
し

た
。ま

た
地
方
交
付
税
措
置
に
関
し

て
は
新
規
の
私
立
高
等
学
校
生
徒

授
業
料
軽
減
費
分
な
ど
を
加
え
前

年
度
比
三
・
四
％
増
の
五
千
三
百

九
十
一
億
円
と
な
っ
た
こ
と
、
さ

ら
に
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困

難
な
高
校
生
等
の
生
徒
へ
の
支
援

に
係
る
施
策
の
周
知
に
関
し
て

は
、
昨
年
十
二
月
二
十
二
日
付
通

知
で
各
都
道
府
県
私
立
学
校
主
管

課
長
に
要
請
し
て
い
る
こ
と
な
ど

を
報
告
し
た
。
こ
の
後
、
森
本
副

会
長
か
ら
国
は
頑
張
っ
て
予
算
を

取
っ
て
頂
い
た
が
、
地
方
で
は
そ

の
額
が
満
額
私
学
に
回
っ
て
こ
な

い
、
と
の
質
問
が
出
さ
れ
た
が
、

河
村
私
学
部
長
は
、「
各
都
道
府

県
の
私
学
主
管
課
に
は

我
々
の
心
意
気
を
皆
さ
ん

も
共
有
し
て
ほ
し
い
と
話

し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の

と
こ
ろ
も
含
め
積
極
的
に

働
き
か
け
て
ほ
し
い
」と

述
べ
た
。

◇

続
い
て
同
省
初
等
中
等

教
育
局
教
育
課
程
課
の
神

山
弘
・
教
育
課
程
企
画
室

長
が
高
等
学
校
学
習
指
導

要
領
案
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
解

説
し
た
。
今
回
の
学
習
指
導
要
領

改
訂
は
、
教
育
基
本
法
改
正
等
で

明
確
に
な
っ
た
教
育
理
念
を
踏
ま

え
て
「
生
き
る
力
」
を
育
成
す
る

な
ど
が
基
本
的
な
考
え
方
で
、
卒

業
ま
で
に
修
得
さ
せ
る
単
位
数
は

現
行
ど
お
り
七
十
四
単
位
以
上
で

あ
る
こ
と
、
週
当
た
り
の
授
業
時

数
（
全
日
制
）
は
標
準
で
あ
る
三

十
単
位
時
間
を
超
え
て
授
業
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
明
確
化

し
た
こ
と
な
ど
を
説
明
し
た
。

神
山
室
長
の
解
説
に
対
し
て

「
外
国
語
の
授
業
は
英
語
で
行
う

こ
と
を
基
本
と
す
る
」
と
の
改
正

点
に
関
し
て
、「
現
場
か
ら
乖
離

し
て
い
る
」「
各
県
に
降
り
て
き

た
と
き
に
解
釈
が
違
っ
て
く
る
こ

と
を
危
惧
す
る
」「
大
学
入
試
は

ど
う
対
応
し
て
い
る
の
か
」
な
ど

の
質
問
が
相
次
い
だ
。

こ
う
し
た
意
見
に
神
山
室
長

は
、「
英
語
の
授
業
で
絶
対
に
日

本
語
を
使
っ
て
は
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
。
ま
た
生
徒
理

解
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
で

き
ず
に
英
語
で
突
っ
走
れ
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
。
大
学
入
試
に
関

し
て
は
こ
の
趣
旨
で
入
試
問
題
が

英
語
の
設
問
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
も
な
い
。
高
校
学
習
指
導
要
領

の
解
説
書
で
て
い
ね
い
に
記
述
し

た
い
」
と
述
べ
た
。

こ
れ
に
対
し
、「
審
議
会
の
委

員
に
は
教
育
の
現
場
を
知
ら
な
い

人
が
少
な
く
な
い
」「
英
語
で
授

業
と
い
う
こ
と
は
、
突
然
出
て
き

た
感
が
あ
る
」
な
ど
、
教
育
現
場

に
十
分
な
配
慮
が
な
い
ま
ま
に
決

定
さ
れ
た
こ
と
へ
の
不
満
の
意
見

が
多
く
聞
か
れ
た
。

河河
村村
文文
科科
省省
私私
学学
部部
長長
らら
がが
私私
学学
とと
りり
まま
くく

情情
勢勢
報報
告告

各
都
道
府
県

・
各
学
校
の

授
業
料
減
免
の

仕
組
み
の
周
知
徹
底
を
「
英
語
で
授
業
」に
関
し

解
説
書
で
丁
寧
に
記
述

英語問題などを説明する神山室長

報告する河村私学部長
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平
成
二
十
一
年
度
の
地
方
交
付

税
に
よ
る
私
立
高
等
学
校
等
に
対

す
る
財
源
措
置
が
こ
の
ほ
ど
決
ま

っ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
総
額
で
は
、
前

年
度
比
二
・
四
％
増
の
五
千
三
百

四
十
一
億
円
と
な
っ
た
。
こ
の
中

に
は
世
界
規
模
の
深
刻
な
経
済
不

況
の
中
で
私
立
高
校
生
を
抱
え
る

家
庭
の
教
育
費
負
担
軽
減
が
で
き

る
よ
う
私
立
高
等
学
校
生
徒
授
業

料
軽
減
費
分
と
し
て
新
た
に
二
十

億
円
が
措
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
額
に
、
す
で
に
決
ま

っ
て
い
る
国
庫
補
助
の
私
立
高
等

学
校
等
経
常
費
助
成
費
等
補
助
金

一
千
三
十
八
億
五
千
万
円
を
加
え

る
と
、
平
成
二
十
一
年
度
の
私
立

高
校
等
に
対
す
る
助
成
財
源
計
画

等
は
、
総
額
で
前
年
度
比
二
・
〇

％
増
の
六
千
三
百
七
十
九
億
五
千

万
円
と
な
る
。

平
成
二
十
一
年
度
の
私
立
高
校

等
に
対
す
る
助
成
財
源
計
画
等
を

生
徒
等
一
人
当
た
り
単
価
で
み
る

と
、
高
校
（
全
日
制
・
定
時
制
）

は
、
地
方
交
付
税
が
二
十
四
万
八

千
二
百
円
（
前
年
度
比
二
・
二
％

増
）、
国
庫
補
助
が
五
万
二
千
七

百
四
十
三
円
（
同
〇
・
八
％
増
）、

両
者
の
合
計
額
は
、
前
年
度
比
二

・
〇
％
増
の
三
十
万
九
百
四
十
三

円
と
な
る
。

ま
た
中
学
校
は
、
地
方
交
付
税

が
二
十
四
万
七
千
九
百
円
（
同
二

・
三
％
増
）、
国
庫
補
助
が
四
万

五
千
七
百
七
十
二
円
（
同
〇
・
一

％
増
）
で
、
両
者
を
合
わ
せ
て
二

十
九
万
三
千
六
百
七
十
二
円
（
同

二
・
〇
％
増
）
と
な
る
。

広
域
以
外
の
通
信
制
高
校
で

は
、
地
方
交
付
税
が
五
万
三
千
九

百
円
（
同
二
・
三
％
増
）、
国
庫

補
助
が
九
千
五
百
八
十
五
円
（
前

年
度
と
同
額
）、
両
者
を
合
わ
せ

て
六
万
三
千
四
百
八
十
五
円
（
同

一
・
九
％
増
）
と
な
る
。

こ
の
ほ
か
小
学
校
の
合
計
単
価

は
二
十
九
万
二
千
十
六
円
（
同
二

・
〇
％
増
）、
幼
稚
園
は
十
六
万

六
千
九
百
八
十
七
円
（
同
二
・
七

％
増
）
と
な
っ
て
い
る
。

私
立

高
生

授
業
料
軽
減
費
分
に
新
規
２０
億
円

平

成

２１
年
度

地
方
交
付
税
措
置
決
ま
る

平成２１年度私立高等学校等に対する助成財源計画等
【総額】 （単位：億円）

備 考

「私立高等学校等経常費助成費補助金」
「私立高等学校等経常費補助金」

私立高等学校生徒授業料軽減費
分として２０億円。（新規・皆増）

【生徒等一人当たり単価】 （単位：円）

備 考
（国庫補助金単価に含まれる特別分、地方交付税の授業料軽減分）
少人数教育等きめ細かな学習指導〔２０年度１，７５９
円〕、教員能力開発・資質向上〔２０年度１，７５９円〕、財
務状況改善〔２０年度６９８円、２１年度６９８円〕を含む。

私立高等学校生徒授業料軽減費分
〔２１年度２，０００円〕

私立高等学校生徒授業料軽減費分は
除く。

少人数教育等きめ細かな学習指導〔２０年度２，６７２
円〕、教員能力開発・資質向上〔２０年度２，４６４円〕、
財務状況改善〔２０年度３８４円、２１年度３８４円〕を含む。

少人数教育等きめ細かな学習指導〔２０
年度２，１７６円〕、教員能力開発・資質向
上〔２０年度２，１３４円〕、財務状況改善〔２０
年度２１９円、２１年度２１９円〕を含む。

少人数教育等きめ細かな学習指導〔２０年度１，９４４
円〕、教員能力開発・資質向上、１種免許状保有
〔２０年度６１９円〕、１種免許状保有〔２１年度１０５円〕、
財務状況改善〔２０年度９５円、２１年度９５円〕を含む。

平成２１年度
対前年度比
２．４４〔０．２４％〕
△２．４４〔△９．０５％〕
０〔０．０％〕

１０６〔２．０％〕
２０〔皆増〕
１２６〔２．４％〕

１２６
〔２．０％〕

平成２１年度
対前年度比

４１８
〔０．８０％〕
５，４００〔２．２％〕
２，０００〔皆 増〕

５，８１８
〔２．０％〕

４６
〔０．１０％〕
５，６００

〔２．３％〕
５，６４６

〔２．０％〕

４４
〔０．１０％〕

５，６００
〔２．３％〕
５，６４４

〔２．０％〕

１７９
〔０．８０％〕

４，２００
〔３．０％〕
４，３７９

〔２．７％〕
０

〔０．０％〕
１，２００

〔２．３％〕
１，２００

〔１．９％〕

１，０１３．９９
２４．５１
１，０３８．５

５，３２１
２０

５，３４１

６，３７９．５

５２，７４３

２４８，２００
２，０００

３００，９４３

４５，７７２

２４７，９００

２９３，６７２

４４，１１６

２４７，９００

２９２，０１６

２２，５８７

１４４，４００

１６６，９８７

９，５８５

５３，９００

６３，４８５

平成２０年度
対前年度比
１．９４〔０．１９％〕
△１．９４〔６．７２％〕
０〔０．０％〕

２７
〔０．５％〕

２７
〔０．４％〕

平成２０年度
対前年度比

３６５
〔０．７０％〕
１，２００

〔０．５％〕
１，５６５

〔０．５％〕
１８０

〔０．４０％〕
１，４００

〔０．６％〕
１，５８０

〔０．６％〕

１７４
〔０．４０％〕

１，４００
〔０．６％〕
１，５７４

〔０．６％〕

１５６
〔０．７０％〕

１，８００
〔１．３％〕
１，９５６

〔１．２％〕
５７

〔０．６０％〕
３００

〔０．６％〕
３５７

〔０．６％〕

１，０１１．５５
２６．９５
１，０３８．５

５，２１５

６，２５３．５

５２，３２５

２４２，８００

２９５，１２５

４５，７２６

２４２，３００

２８８，０２６

４４，０７２

２４２，３００

２８６，３７２

２２，４０８

１４０，２００

１６２，６０８

９，５８５

５２，７００

６２，２８５

区分

国庫補助金
計

地方交付税
計

計

区分

国 庫
補助金
地 方
交付税

計

国 庫
補助金
地 方
交付税

計

国 庫
補助金

地 方
交付税

計

国 庫
補助金

地 方
交付税

計

国 庫
補助金
地 方
交付税

計

高
等
学
校
��
定
時
制

��

全
日
制

中
学
校

小
学
校

幼
稚
園

高
等
学
校
��
の
通
信
制

��

広
域
以
外
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本
連
合
会
は
一
月
二
十
日
付

で
、
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
の

改
訂
案
に
関
し
て
文
部
科
学
省
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
意
見
を

提
出
し
た
。

こ
の
中
で
「
外
国
語
」
に
関
し

て
は
、
改
訂
案
に
「
授
業
は
英
語

で
行
う
こ
と
を
基
本
と
す
る
」
こ

と
が
唐
突
に
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と

に
つ
い
て
は
理
解
に
苦
し
む
と
指

摘
。そ

の
上
で
、
英
語
に
よ
る
授
業

の
学
習
効
果
は
必
ず
し
も
検
証
さ

れ
て
い
な
い
、
教
育
現
場
の
現
状

か
ら
す
る
と
、
生
徒
の
学
習
意
欲

を
削
ぎ
、
学
力
低
下
が
懸
念
さ
れ

る
、
大
学
入
試
に
お
い
て
今
回
の

改
訂
の
方
向
で
改
善
が
行
わ
れ
る

と
の
保
証
が
な
く
、
高
校
で
の
英

語
の
授
業
の
空
洞
化
に
つ
な
が
り

か
ね
な
い
�
�
な
ど
の
問
題
点
・

疑
問
点
を
指
摘
。

こ
う
し
た
問
題
点
等
を
考
慮
す

る
と
、
高
校

の
外
国
語
に

関
し
て
は
、

「
英
語
に
よ

る
授
業
」
を

基
本
と
す
る

の

で

は

な

く
、「
授
業
方

法
の
一
つ
の

選
択
肢
に
留

め
る
」
こ
と

を
求
め
た
。

教
育
改
革
、
特
に
学
習
指
導
要

領
の
改
訂
に
当
た
っ
て
は
、
小
学

校
か
ら
大
学
ま
で
の
教
育
の
一
貫

性
、
整
合
性
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
学
校
教
育
全
体
を
通
し

て
、
高
等
学
校
の
生
徒
に
は
ど
の

よ
う
な
学
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る

か
と
い
う
課
題
が
、
今
回
の
高
等

学
校
学
習
指
導
要
領
案
で
は
不
明

確
で
あ
り
、
し
か
も
、
指
導
要
領

案
の
作
成
過
程
で
教
育
現
場
の
実

情
を
ど
れ
程
斟
酌
し
た
の
か
疑
問

で
あ
る
。
現
場
の
課
題
、
現
状
を

把
握
し
反
映
す
る
べ
き
で
あ
る
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
他
の

教
科
に
つ
い
て
も
問
題
点
は
多
々

あ
る
が
、
次
の
点
は
特
に
改
善
さ

れ
た
い
。

１
�
教
育
課
程
の
連
続
性
の
確

保
に
つ
い
て

学
習
指
導
要
領
が
学
校
段
階
毎

に
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ

り
、
中
学
校
と
高
校
間
の
実
際
の

教
育
課
程
の
編
成
に
お
い
て
も
連

続
性
に
欠
け
る
こ
と
に
な
り
、
高

校
入
学
当
初
に
学
校
不
適
応
や
不

登
校
な
ど
に
陥
る
生
徒
も
多
く
存

在
す
る
。
そ
こ
で
「
教
育
課
程
の

連
続
性
」
が
確
保
で
き
る
よ
う
、

一
貫
校
や
学
校
法
人
等
に
対
し
て

は
、
よ
り
柔
軟
な
教
育
課
程
編
成

を
可
能
に
す
べ
き
で
あ
る
。

２
�
「
外
国
語
」
の
問
題
に
つ

い
て高

校
学
習
指
導
要
領
案
公
表
時

に
初
め
て
、「
授
業
は
英
語
で
行

う
こ
と
を
基
本
と
す
る
」
が
明
ら

か
に
さ
れ
た
。

英
語
教
育
の
大
変
革
に
な
る
こ

の
よ
う
な
改
訂
が
中
教
審
の
答
申

に
も
示
さ
れ
ず
、
教
育
課
程
部
会

の
過
程
で
議
論
さ
れ
る
こ
と
も
な

く
、
最
終
案
の
段
階
で
唐
突
に
こ

の
指
針
が
盛
り
込
ま
れ
た
の
は
理

解
に
苦
し
む
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
育
成
の
た
め
に
「
授
業

は
英
語
で
行
う
」
と
い
う
方
向
に

つ
い
て
は
、
次
の
問
題
点
・
疑
問

点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

１
�
授
業
を
英
語
で
行
う
こ
と

に
よ
る
学
習
効
果
に
つ
い
て
は
、

必
ず
し
も
検
証
が
な
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
ず
、
逆
に
教
育
現
場
の

現
状
か
ら
す
れ
ば
、
生
徒
の
学
習

意
欲
を
削
ぎ
、
学
力
低
下
も
懸
念

さ
れ
る
。

２
�
小
学
校
、
中
学
校
で
は
日

本
語
を
基
本
と
す
る
授
業
を
実
施

し
て
い
て
、
い
き
な
り
高
校
段
階

に
な
っ
て
英
語
を
基
本
と
す
る
こ

と
は
、
生
徒
に
混
乱
を
来
す
だ
け

で
あ
り
、
本
当
に
実
施
す
る
な
ら

大
学
の
授
業
も
高
校
同
様
に
改
善

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

３
�
大
学
入
試
に
お
い
て
、
今

回
の
改
訂
の
方
向
で
の
改
善
が
行

わ
れ
る
と
い
う
保
証
が
な
い
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
実
際
上
、
高
校
で

の
英
語
の
授
業
の
空
洞
化
に
つ
な

が
り
か
ね
な
い
。

４
�
教
員
の
語
学
力
不
足
も
言

わ
れ
て
お
り
、
教
員
に
対
す
る
研

修
の
機
会
も
必
要
に
な
る
と
思
わ

れ
る
が
、
私
立
学
校
の
教
員
を
含

め
て
の
研
修
が
国
の
責
任
に
お
い

て
実
施
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

以
上
、
今
後
の
教
育
現
場
の
混

乱
を
考
え
れ
ば
、
授
業
方
法
の

一
つ
の
選
択
肢

に
留
め
る
べ
き

で
あ
る
。

以
上

英
語
に
関
す
る
各
科
目
に
つ
い

て
は
、
そ
の
特
質
に
か
ん
が
み
、

生
徒
が
英
語
に
触
れ
る
機
会
を
充

実
す
る
と
と
も
に
、
授
業
を
実
際

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
面

と
す
る
た
め
、
授
業
は
英
語
で
行

う
こ
と
を
基
本
と
す
る
。
そ
の

際
、
生
徒
の
理
解
の
程
度
に
応
じ

た
英
語
を
用
い
る
よ
う
十
分
配
慮

す
る
も
の
と
す
る
。

本
連
合
会

文
科
省
パ
ブ
コ
メ
に
意
見
提
出

�
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
案
�に
関
す
る
意
見（
全
文
）

英語の授業に関する高校
学習指導要領案の記述内容
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本
連
合
と
財
団
法
人
日
本
私
学

教
育
研
究
所
は
、
こ
の
ほ
ど
、「
平

成
二
十
年
度
調
査
報
告
書
」
を
刊

行
し
た
。
こ
の
調
査
報
告
書
は
昭

和
三
十
七
年
以
来
、
毎
年
度
、
私

立
中
学
、
高
校
の
学
校
数
や
生
徒

数
、
学
級
数
、
教
職
員
数
、
入
学

状
況
な
ど
を
ま
と
め
た
も
の
。

約
二
百
五
十
ペ
ー
ジ
の
調
査
報

告
書
か
ら
主
な
調
査
結
果
を
み
る

と
�
�
。

（
中
学
校
）
平
成
二
十
年
度
の

全
国
の
私
立
中
学
校
数
は
七
百
三

十
四
校
、
中
等
教
育
学
校
前
期
課

程
が
十
三
校
。
そ
の
う
ち
三
十
一

校
が
休
校
中
で
、
活
動
中
の
中
学

校
は
七
百
三
校
、
中
等
教
育
学
校

前
期
課
程
は
十
三
校
だ
っ
た
。
新

設
校
は
中
学
校
十
一
校
、
中
等
教

育
学
校
前
期
課
程
は
一
校
。

今
年
の
報
告
書
で
は
、
活
動
中

の
七
百
十
六
校
に
つ
い
て
集
計
・

分
析
し
た
が
、
七
百
十
六
校
中
、

男
子
校
は
九
十
六
校
（
一
三
・
四

％
）、
女
子
校
は
二
百
十
五
校
（
三

〇
・
〇
％
）、
共
学
校
が
四
百
一

校
（
五
六
・
〇
％
）、
男
子
部
・

女
子
部
校
が
四
校
（
〇
・
六
％
）

と
の
割
合
。
サ
ン
プ
ル
数
が
前
年

度
比
十
三
校
増
え
た
た
め
、
学
級

数
は
前
年
度
比
百
八
十
学
級
増
の

七
千
三
百
六
十
二
学
級
と
な
っ

た
。
一
校
当
た
り
の
学
級
数
は
一

〇
・
三
学
級
で
前
年
度
比
〇
・
一

学
級
の
増
加
。
生
徒
数
は
前
年
度

比
三
千
五
百
七
十
七
人
（
一
・
四

％
）
増
え
、
二
十
六
万
八
百
六
十

一
人
に
な
っ
た
。
一
校
当
た
り
で

は
三
六
四
・
三
人
で
前
年
度
比
一

・
七
人
の
減
少
。
学
則
定
員
充
足

率
は
全
国
平
均
で
前
年
度
と
同
じ

八
一
・
三
％
だ
っ
た
。

平
成
二
十
年
度
の
入
学
状
況
に

関
し
て
は
、
前
年
度
の
サ
ン
プ
ル

数
（
七
百
校
）か
ら
十
一
校
増
え
、

入
学
定
員
も
約
千
三
百
人
増
え
た

が
、
入
学
志
願
者
数
は
前
年
度
比

三
・
四
％
減
の
約
四
十
二
万
八
千

人
で
、
入
学
者
数
も
約
二
千
二
百

減
少
し
た
。

（
高
校
・
全
日
制
課
程
）
平
成

二
十
年
度
の
高
校
全
日
制
は
一
千

三
百
十
三
校
、
中
等
教
育
学
校
後

期
課
程
は
十
三
校
。
こ
の
う
ち
の

活
動
校
一
千
三
百
十
五
校
（
高
校

全
日
制
一
千
三
百
四
校
、
中
等
教

育
学
校
後
期
課
程
十
一
校
）
を
集

計
・
分
析
し
た
。
一
校
当
た
り
の

学
級
数
は
二
二
・
三
学
級
で
、
前

年
度
比
〇
・
三
学
級
減
少
し
て
い

た
。
一
校
当
た
り
の
最
多
学
級
数

は
百
三
十
一
、
最
少
は
一
学
級
だ

っ
た
。

生
徒
数
は
九
十
九
万
七
千
六
百

六
人
で
前
年
度
比
八
千
三
百
四
十

八
人
（
〇
・
八
％
）
減
少
。

一
校
当
た
り
の
生
徒
数
は
七
五

八
・
六
人
で
前
年
度
比
四
・
六
人

の
減
少
。
生
徒
数
の
八
六
・
一
％

は
普
通
科
の
生
徒
で
、
圧
倒
的
に

普
通
科
が
多
い
。
商
業
科
や
工
業

科
は
各
三
・
六
％
。

学
則
定
員
の
充
足
率
は
七
六
・

三
％
で
、平
成
九
年
の
九
〇
・
六
％

か
ら
漸
減
し
、
平
成
十
五
年
度
か

ら
は
七
〇
％
台
と
な
っ
て
い
る
。

入
学
状
況
に
関
し
て
は
、
平
成

二
十
年
度
の
サ
ン
プ
ル
数
が
一
千

三
百
十
二
校
で
前
年
度
比
二
校
増

え
た
が
、
入
学
定
員
は
〇
・
八
％

減
少
、
入
学
志
願
者
数
も
一
・
〇

％
減
り
、
入
学
者
数
も
一
・
四
％

減
の
三
十
四
万
三
千
六
百
六
十
七

人
と
な
っ
た
。

（
高
校
・
定
時
制
課
程
）
活
動

校
は
十
三
校
で
、
生
徒
数
は
三
千

五
百
五
十
一
人
。
十
三
校
の
学
則

定
員
充
足
率
の
平
均
は
八
四
・
〇

％
で
、
前
年
度
比
〇
・
九
ポ
イ
ン

ト
の
増
加
。

（
高
校
・
通
信
制
課
程
）
活
動

校
は
百
六
校
。
う
ち
サ
ン
プ
ル
と

し
た
九
十
九
校
の
生
徒
数
は
約
七

万
九
千
人
。
学
則
定
員
充
足
率
の

平
均
は
四
六
・
一
％
だ
っ
た
。
入

学
定
員
の
充
足
率
は
三
三
・
八
％

で
深
刻
な
定
員
割
れ
の
状
況
。

◇

こ
う
し
た
定
点
観
測
的
な
調
査

に
加
え
、
毎
年
度
、
タ
イ
ム
リ
ー

な
事
項
に
関
し
て
調
査
を
行
っ
て

い
る
が
、
今
年
度
は
学
期
制
、
学

校
週
五
日
制
、
学
校
建
物
面
積
、

十
九
年
度
中
の
中
途
退
学
者
・
転

学
者
状
況
、
平
成
二
十
年
度
生
徒

募
集
に
お
け
る
一
般
入
試
の
実
施

回
数
、
平
成
二
十
一
年
度
教
員
免

許
更
新
講
習
受
講
対
象
者
、
環
境

問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
な
ど
を

取
り
上
げ
た
。
こ
の
う
ち
教
員
免

許
更
新
講
習
の
受
講
対
象
者
数

は
、
調
査
の
結
果
、
二
十
一
年
度

は
中
学
で
は
約
一
千
二
百
人
、
高

校
（
全
日
制
・
定
時
制
・
通
信

制
）
で
は
約
六
千
人
の
該
当
者（
三

十
五
歳
、
四
十
五
歳
、五
十
五
歳
）

が
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

一
方
、
環
境
問
題
に
関
し
て
は

高
校
の
八
三
・
五
％
、
中
学
校
の

八
四
・
六
％
が
「
取
り
組
ん
で
い

る
」
と
回
答
（
中
等
教
育
学
校
を

含
む
、
以
下
同
様
）、
高
校
の
〇

・
八
％
、
中
学
校
の
〇
・
六
％
が

「
取
り
組
む
予
定
」、
高
校
の
一

三
・
四
％
、
中
学
校
の
一
三
・
一

％
が
「
検
討
中
」
と
回
答
。「
取

り
組
む
予
定
な
し
」
の
学
校
は
高

校
で
二
・
四
％
、
中
学
校
で
一
・

七
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

環
境
問
題
の
「
取
り
組
ん
で
い

る
内
容
」（
複
数
回
答
）
を
み
る

と
、「
ご
み
の
分
別
・
削
減
」
が

高
校
で
七
五
・
一
％
、
中
学
校
で

七
五
・
〇
％
、「
冷
暖
房
温
度
の

設
定
」
が
高
校
で
六
一
・
五
％
、

中
学
校
で
六
一
・
四
％
、「
節
水

の
推
進
」
が
高
校
で
五
一
・
五

％
、
中
学
校
で
五
〇
・
八
％
、「
ペ

ー
パ
ー
レ
ス
化
」
が
高
校
で
一
六

・
二
％
、
中
学
校
で
一
七
・
九

％
、「
車
両
等
の
工
夫
（
学
校
車

使
用
制
限
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化

等
）
は
高
校
で
五
・
五
％
、
中
学

校
で
五
・
九
％
の
実
施
率
だ
っ
た
。

環
境
問
題
に
取
り
組
む
に
当
た

っ
て
の
要
望
で
は
、「
費
用
負
担

補
助
」
が
中
学
、
高
校
と
も
五
割

弱
で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
実
践

例
等
情
報
提
供
」
が
中
学
、
高
校

と
も
三
割
強
と
多
か
っ
た
。

行
政
等
や
私
学
団
体
の
サ
ポ
ー

ト
、
フ
ォ
ロ
ー
へ
の
希
望
は
合
わ

せ
て
一
〇
％
程
度
だ
っ
た
。

平平
成成
２２００
年年
度度
調調
査査
報報
告告
書書
をを
刊刊
行行

中
学
校
生
徒
数
２６
万
人
台
に

８
割
強
の
学
校
が
環
境
問
題
に
対
応
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第
五
期
中
央
教
育
審
議
会
の
初

の
総
会
が
二
月
十
日
、
文
部
科
学

省
内
で
開
か
れ
た
。
会
長
に
は
社

団
法
人
日
本
経
済
団
体
連
合
会
副

会
長
の
三
村
明
夫
・
新
日
本
製
鐵

株
式
會
社
代
表
取
締
役
会
長
が
、

副
会
長
に
は
梶
田
叡
一
・
兵
庫
教

育
大
学
長
と
田
村
哲
夫
・
渋
谷
教

育
学
園
理
事
長
が
就
任
し
た
。

第
五
期
中
教
審
の
当
面
の
審
議

事
項
は
、
四
期
か
ら
の
継
続
審
議

案
件
で
あ
る
、
①
今
後
の
学
校
に

お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
職
業
教

育
の
在
り
方
に
つ
い
て
②
小
・
中

学
校
の
設
置
・
運
営
の
在
り
方
、

学
校
・
教
職
員
の
在
り
方
及
び
教

職
調
整
額
の
見
直
し
等
に
つ
い
て

③
中
長
期
的
な
大
学
教
育
の
在
り

方
に
つ
い
て
④
新
し
い
時
代
に
求

め
ら
れ
る
青
少
年
教
育
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
の
四
点
。
こ
の
う
ち

小
学
校
・
中
学
校
の
設
置
・
運
営

の
在
り
方
に
関
し
て
は
、
小
学
校

・
中
学
校
の
適
正
配
置
や
一
貫
教

育
な
ど
が
審
議
中
で
、教
職
調
整

額
等
に
関
し
て
は
、子
供
と
向
き

合
う
時
間
を
確
保
す
る
観
点
か
ら

教
員
の
職
務
の
在
り
方
、
業
務
の

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
、
超
過
勤
務

手
当
て
の
あ
り
方
な
ど
学
校
の
基

本
的
な
在
り
方
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
職
業
教
育

に
関
し
て
は
、
昨
年
十
二
月
二
十

四
日
に
塩
谷
文
部
科
学
大
臣
か
ら

諮
問
の
あ
っ
た
も
の
で
、
高
校
に

お
け
る
職
業
教
育
の
在
り
方
、
専

門
高
校
の
あ
り
方
や
専
攻
科
の
位

置
づ
け
、
高
等
教
育
へ
の
接
続
な

ど
が
審
議
さ
れ
て
い
る
。

「
教
育
再
生
懇
談
会
」（
座
長
�

安
西
祐
一
郎
・
慶
應
義
塾
長
）
は

二
月
九
日
、
第
三
次
報
告
を
と
り

ま
と
め
た
。
第
三
次
報
告
の
ポ
イ

ン
ト
は
、
①
携
帯
電
話
利
用
の
在

り
方
②
大
学
全
入
時
代
の
教
育
の

在
り
方
③
教
育
委
員
会
の
在
り
方

の
三
点
。
こ
の
う
ち
大
学
教
育
に

関
し
て
は
、
高
大
連
携
の
推
進
に

よ
り
優
れ
た
高
校
生
の
能
力
を
伸

ば
す
こ
と
、
大
学
の
一
般
入
試
に

関
し
て
は
入
学
後
の
学
修
に
必
要

な
教
科
・
科
目
に
つ
い
て
確
実
に

学
力
検
査
を
行
う
こ
と
、
推
薦
・

Ａ
Ｏ
入
試
で
は
本
来
の
趣
旨
に
沿

っ
て
実
施
す
る
こ
と
、
国
に
対
し

て
は
「
高
大
接
続
テ
ス
ト
」
を
設

け
る
た
め
の
具
体
的
検
討
を
進
め

る
こ
と
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

教
育
委
員
会
に
関
し
て
は
、「
公

立
学
校
の
設
置
運
営
に
当
た
っ

て
、私
立
学
校
と
の
関
係
、塾
・
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
民
間
教
育
施

設
と
の
関
係
を
視
野
に
入
れ
た
対

応
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、教
育
委
員
会
は
、私

立
学
校
や
民
間
な
ど
幅
広
い
教
育

関
係
者
と
の
関
係
を
強
化
」
を
提

言
し
て
い
る
。
携
帯
電
話
に
関
し

て
は
、
小
中
学
校
へ
の
原
則
持
ち

込
み
禁
止
、
学
校
の
取
り
扱
い
方

針
の
明
確
化
等
を
求
め
て
い
る
。

本
連
合
会
は
、
こ
の
ほ
ど
、
私

立
高
校
に
お
け
る
授
業
料
滞
納
者

数
の
調
査
を
行
っ
た
。
景
気
の
急

速
な
悪
化
に
よ
る
失
職
者
の
増
加

等
が
予
想
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
各
都
道
府
県
私

学
協
会
の
協
力
を
得

て
、
全
国
の
私
立
高
校

（
全
日
制
・
定
時
制
）

を
対
象
に
実
施
し
た
。

こ
の
う
ち
一
千
二
百
十

八
校
か
ら
回
答
を
得
た

も
の
で
、
回
答
校
の
生

徒
数
は
九
十
一
万
三
千

八
百
三
十
人
。
調
査
結

果
に
よ
る
と
、
昨
年
十

二
月
三
十
一
日
現
在
、
私
立
高
校

の
授
業
滞
納
者
は
二
万
四
千
四
百

九
十
人
、
在
学
者
数
に
占
め
る
滞

納
者
の
割
合
は
二
・
七
％
に
も
上

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

平
成
十
九
年
度
末
の
調
査
結
果

（
滞
納
者
の
割
合
〇
・
九
％
）
と

比
べ
る
と
滞
納
者
は
三
倍
に
も
増

加
し
て
い
た
。

授
業
料
滞
納
率
を
地
区

別
に
み
る
と
、
九
州
地
区

が
五
・
七
％
で
最

も

高

く
、
次
い
で
北
海
道
・
東

北
地
区
が
四
・
五
％
、
中

国
・
四
国
地
区
が
三
・
三

％
と
高
く
、
雇
用
環
境
の

厳
し
い
地
区
ほ
ど
授
業
料

滞
納
率
も
高
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
十
九
年

度
末
と
比
べ
滞
納
者
数
が

四
倍
を
超
え
る
増
加
と
な
っ
て
い

る
地
区
も
あ
っ
た
。
景
気
は
現
在

も
悪
化
の
傾
向
を
続
け
て
お
り
、

底
入
れ
は
全
く
見
え
な
い
情
勢
。

構
造
改
革
特
別
区
域
推
進
本
部

の
第
八
回
評
価
・
調
査
委
員
会
が

一
月
二
十
九
日
、
都
内
で
開
か

れ
、
平
成
二
十
年
度
評
価
意
見
及

び
調
査
審
議
意
見
の
取
り
ま
と
め

を
行
っ
た
。

そ
の
う
ち
教
育
分
野
で
は
、「
学

校
設
置
会
社
に
よ
る
学
校
設
置
事

業
」
の
全
国
展
開
に
つ
い
て
は
来

年
度
改
め
て
全
国
展
開
し
た
場
合

の
弊
害
等
を
調
査
す
る
こ
と
を
決

め
た
。
株
式
会
社
立
学
校
に
関
し

て
は
、
大
半
の
学
校
は
赤
字
経
営

で
、
一
部
の
大
学
で
は
大
幅
な
キ

ャ
ン
パ
ス
縮
小
も
決
ま
り
、
特
区

の
認
定
公
共
団
体
の
責
務
で
も
問

題
点
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

評
価
・
調
査
委
員
会
の
教
育
部
会

内
で
は
、
株
式
会
社
立
学
校
制
度

の
今
後
は
厳
し
い
と
の
認
識
が
広

が
っ
て
お
り
、
同
意
見
に
も
学
校

法
人
化
の
規
制
緩
和
に
つ
い
て
検

討
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
、
と

記
載
し
て
い
る
。

ま
た
高
校
生
が
外
国
の
高
校
に

留
学
し
た
場
合
、
そ
こ
で
修
得
し

た
単
位
に
関
し
て
は
三
十
六
単
位

ま
で
を
国
内
の
高
校
等
で
履
修
し

た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
評
価
意
見
は
二

月
下
旬
に
麻
生
総
理
に
提
出
さ
れ

る
。

第５期中教審
が初総会開く

教
職
調
整
額
見
直

し
等

を
審
議

新
会
長
に
は
三
村
明
夫
氏

教
委
は
私
学
と
関
係
の
強
化
を

教
育
再
生
懇
が
第
３
次
報
告

日 私
中高連高校授業料滞納者調査

１年弱で３倍に

高校では
外
国
留
学

３６
単
位
ま
で
Ｏ
Ｋ

特
区
推
進
本
部
評
価
委
が
方
針
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下
中
科
学

研
究
助
成
金

私
立
校
教
員
３
人
が
取
得

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
緒
方
貞
子
理
事
長
）
は
、
こ
の

ほ
ど
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
中
学

生
・
高
校
生
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス

ト
２
０
０
８
」
の
審
査
結
果
を
発

表
し
た
。

今
年
度
は
全
国
か
ら
中
学
生
の

部
に
五
万
一
千
四
百
九
十
三
作

品
、
高
校
の
部
に
は
二
万
三
千
五

百
十
七
作
品
、
合
わ
せ
て
七
万
五

千
十
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
厳
正

な
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
六
人

（
中
学
、
高
校
の
各
三
人
）、
優

秀
賞
八
人
（
各
四
人
）、
審
査
員

特
別
賞
八
人
（
各
四
人
）、
入
選

二
十
二
人
（
各
十
一
人
）
な
ど
が

決
定
し
た
。

こ
の
中
で
は
私
立
中
学
高
校
の

生
徒
も
数
多
く
受
賞
し
て
お
り
、

こ
の
う
ち
最
優
秀
賞
の
「
独
立
行

政
法
人
国
際
協
力
機
構
理
事
長

賞
」
に
は
、
学
校
法
人
大
和
山
学

園
松
風
塾
高
校
の
石
井
陽
平
さ
ん

が
、「
外
務
大
臣
奨
励
賞
」
に
は

玉
川
聖
学
院
中
等
部
の
藤
村
朱
音

さ
ん
と
沖
縄
尚
学
高
校
の
饒
平
名

玲
美
さ
ん
が
選
ば
れ
た
。

表
彰
式
は
二
月
二
十
八
日
、
東

京
都
渋
谷
区
の
独
立
行
政
法
人
国

際
協
力
機
構
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ

ば
で
行
わ
れ
る
。

こ
の
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
は

全
国
の
中
学
生
、
高
校
生
に
開
発

途
上
国
の
置
か
れ
た
現
状
や
日
本

と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
も
ら
い
、
国
際
社
会
の
中
で
、

日
本
は
、
自
分
自
身
は
ど
う
行
動

す
る
べ
き
か
、
考
え
る
き
っ
か
け

に
と
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
。
２

０
０
８
年
度
は
、「
地
球
と
生
き

る
～
地
球
と
暮
ら
す
一
員
と
し
て

で
き
る
こ
と
、
考
え
る
こ
と
」
が

テ
ー
マ
だ
っ
た
。
エ
ッ
セ
イ
コ
ン

テ
ス
ト
の
応
募
者
は
女
子
生
徒
の

方
が
多
く
、
夏
休
み
の
課
題
と
し

て
提
出
す
る
生
徒
も
多
い
。

詳
細
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば

http://www.jica.go.jp/hiro
ba/join/sanka/essay/index.h
tm
l

財
団
法
人
下
中
記
念
財
団
（
下

中
直
也
理
事
長
、
東
京
都
新
宿

区
）
は
こ
の
ほ
ど
、「
第
四
十
七

回
（
平
成
二
十
年
度
）
下
中
科
学

研
究
助
成
金
」
の
審
査
結
果
を
発

表
し
、
三
十
件
の
研
究
に
対
し
て

総
額
九
百
万
円
の
助
成
金
を
贈
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
う

ち
私
立
学
校
関
係
の
助
成
金
取
得

者
（
三
人
）の
氏
名
、
研
究
課
題
、

所
属
は
次
の
通
り
。
敬
称
略
。

▼
藤
原
博
伸
（
女
子
聖
学
院
中

学
高
校
、
東
京
都
）「
マ
イ
コ
ン

を
用
い
た
携
帯
式
Ａ
Ｄ
ロ
ガ
ー
の

作
成
」
▼
富
村
義
彦
（
芝
高
校
、

東
京
都
）「
ア
ナ
ナ
ス
シ
ョ
ウ
ジ

ョ
ウ
バ
エ
類
の
染
色
体
異
変
と
種

分
化
」
▼
番
本
正
和
（
近
畿
大
学

附
属
東
広
島
高
校
・
中
学
校
、
東

広
島
市
）「
国
際
理
解
教
育
と
学

校
交
流
の
推
進
�
日
本
人
と
し
て

の
自
覚
と
外
国
人
と
の
相
互
理

解
、
国
際
社
会
で
活
躍
す
る
人
間

の
育
成
を
め
ざ
し
て
�
」。

こ
の
助
成
金
は
全
国
小
中
高
校

等
の
教
員
の
研
究
の
発
展
を
願
っ

た
も
の
で
、
二
十
一
年
度
は
十
二

月
十
日
が
締
め
切
り
。
詳
細
は
、

http://www.shim
onaka.or.jp

問
い
合
わ
せ
先
は
、
財
団
法
人

下
中
記
念
財
団
「
下
中
科
学
研
究

助

成

金
」
係


０３
（
５
２
６

１
）
５
６
８
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
０３
（
３

２
６
６
）
０
３
５
２

内
閣
府
国
民
生
活
局
消
費
者
企

画
課
消
費
者
行
政
推
進
室
は
こ
の

ほ
ど
、
教
員
や
消
費
者
教
育
の
講

師
に
向
け
て
、
消
費
者
教
育
の
領

域
・
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
教

え
る
べ
き
内
容
や
指
導
方
法
を
ま

と
め
た
『
教
員
・
講
師
の
た
め
の

消
費
者
教
育
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ガ
イ

ド
』
を
、
ま
た
中
学
生
、
高
校
生

以
上
を
対
象
と
し
て
最
近
の
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
等
を
三
コ
マ
マ
ン
ガ

で
分
か
り
や
す
く
説
明
し
た
『
よ

く
わ
か
る
消
費
生
活
』
を
作
成
し

た
。
教
師
用
ガ
イ
ド
は
家
庭
科
や

社
会
科
な
ど
で
指
導
案
等
の
作
成

の
手
引
き
と
な
る
。

消
費
者
教
育
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

（
試
行
版
）
で
は
こ
れ
ら
の
ほ

か
、
関
係
省
庁
等
が
作
成
し
た

様
々
な
消
費
者
用
教
材
も
検
索
で

き
る
。

http://www.consum
er.go.

jp/portal/index.htm
l

ま
た
内
閣
府
の
「
消
費
者
の

窓
」
に
ア
ク
セ
ス
を
。

http://www.consum
er.go.j

p/seisaku/cao/shohishakyou
iku/index.htm

l

問
い
合
わ
せ
先
は
、
内
閣
府
国

民
生
活
局
消
費
者
行
政
推
進
室


０３
（
５
２
５
３
）
２
１
１
１（
代

表
）
へ
。

編
集
後
記

「
人
間
は
平
等
に
年
を
と
る
」

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
若
い
頃

は
、
年
齢
を
重
ね
る
こ
と
の
実
感

も
な
く
自
分
は
永
久
に
今
の
ま
ま

で
い
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
思
い
の
中
で
生
き
て
い
た
。

今
、
年
長
者
に
な
っ
て
思
う
こ

と
は
、
無
為
の
中
で
老
い
る
の
で

は
な
く
、
人
間
は
す
べ
て
が
老
い

る
と
す
れ
ば
無
意
識
、「
自
分
の

役
割
と
は
何
か
」
と
い
う
こ
と
を

絶
え
ず
自
覚
し
な
が
ら
日
々
を
過

ご
す
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
何
と
言
っ
て
も
、
や
は
り
自

分
に
与
え
ら
れ
た
責
任
を
き
ち
ん

と
果
た
し
、
回
り
に
も
気
配
り
が

出
来
れ
ば
な
お
良
い
の
で
は
な
い

か
と
。

そ
れ
に
し
て
も
人
間
は
年
齢
と

と
も
に
歳
月
が
早
く
過
ぎ
て
し
ま

う
の
は
確
か
の
よ
う
で
、
高
齢
化

社
会
を
迎
え
た
日
本
も
、
今
出
来

る
こ
と
を
明
日
に
延
ば
す
余
裕
は

な
い
と
思
う
。

JICA国際協力

エッセイコンテスト

私
学
の
３
人
が
最
優
秀
賞

中
高
合
わ
せ
七
万
五
千
人
が
応
募

消
費
者
教
育

内
閣
府
が

教
師
用
ガ
イ
ド
作
成

第１１９４号（第三種郵便物認可）私 学 時 報平成２１年２月２０日（７）



財
団
法
人
日
本
私
学
教
育
研
究

所
の
今
年
度
三
回
目
の
「
私
学
の

教
育
課
程
研
修
会
」
が
二
月
二
十

日
、
都
内
・
飯
田
橋
の
東
京
都
私

学
財
団
で
開
か
れ
、
私
立
中
高
校

の
教
員
ら
約
百
四
十
人
が
参
加
し

た
。
高
校
学
習
指
導
要
領
改
訂
案

が
公
表
さ
れ
た
の
を
受
け
て
、
研

修
会
で
は
講
師
の
神
山
弘
・
文
部

科
学
省
教
育
課
程
企
画
室
長
が
総

則
や
国
語
、
外
国
語
な
ど
教
科
別

の
改
訂
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
た
。

今
回
の
改
訂
で
は
言
語
活
動
や

理
数
教
育
の
充
実
な
ど
を
行
う

が
、
そ
の
う
ち
国
語
に
関
し
て
は

言
語
能
力
育
成
の
中
核
の
教
科
と

し
て
討
論
、
説
明
、
編
集
等
の
言

語
活
動
を
充
実
す
る
こ
と
、
外
国

語
で
は
授
業
を
実
際
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
面
と
す
る
た
め

授
業
は
英
語
で
行
う
こ
と
を
基
本

と
す
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
た
。

財
団
法
人
日
本
私
学
教
育
研
究

所
の
平
成
二
十
年
度
委
託
研
究
員

の
研
究
成
果
報
告
会
が
三
月
七
日

と
同
十
四
日
の
両
日
、
東
京
・
飯

田
橋
の
東
京
都
私
学
財
団
で
開
か

れ
る
。
二
日
間
で
合
わ
せ
て
二
十

四
人
の
委
託
研
究
員
が
一
年
間
の

研
究
成
果
を
発
表
す
る
。

研
究
テ
ー
マ
は
、「
創
造
力
や

表
現
力
を
伸
ば
す
情
報
の
授
業
」

や
「
私
学
に
お
け
る
生
徒
に
よ
る

授
業
評
価
の
課
題
と
可
能
性
」

「
私
学
の
高
校
教
員
は
ど
う
育
つ

か
？
�
�
年
代
別
に
見
る
学
ぶ
こ

と
、
教
わ
る
こ
と
、
身
に
つ
け
る

こ
と
」「
私
学
に
お
け
る
生
徒
支

援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
�
�
ス
ク

ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
導
入

を
め
ぐ
っ
て
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

内
容
。

財
団
法
人
日
本
私
学
教
育
研
究

所
主
催
の
平
成
二
十
一
年
度
全
国

私
立
中
学
高
等
学
校
私
学
経
営
研

修
会
は
六
月
四
・
五
の
両
日
、
三

重
県
鳥
羽
市
の
鳥
羽
国
際
ホ
テ
ル

を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
。
募
集
人

員
は
百
人
程
度
で
、
理
事
長
、
校

長
、
副
校
長
、
教
頭
、
事
務
長
等

が
対
象
（
参
加
資
格
）。
研
修
テ

ー
マ
は
「
私
学
の
未
来
�
�
私
学

力
の
向
上
に
向
け
て
�
�
」。
詳

細
は
未
定
だ
が
、
初
日
は
、
開
会

式
に
続
い
て
基
調
講
演
、
講
演
、

パ
ネ
ル
討
議
等
。
二
日
目
は
報

告
、
分
科
会
な
ど
が
計
画
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
平
成
二
十
一
年
度
で

五
十
七
回
目
と
な
る
全
国
私
学
教

育
研
究
集
会
山
陰
大
会
は
十
月
二

十
二
・
二
十
三
の
両
日
、
松
江
市

の
島
根
県
民
会
館
と
鳥
取
県
米
子

市
の
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
に
分
か
れ
て
開
催
さ
れ
る
。

研
究
目
標
は
「
こ
れ
か
ら
の
人

材
育
成
を
め
ざ
し
て
�
�
悠
久
の

地
か
ら
私
学
教
育
の
未
来
を
考
え

る
」
で
、
記
念
講
演
の
講
師
は
、

養
老
孟
司
・
東
京
大
学
名
誉
教
授
。

七
つ
の
部
会
等
が
開
か
れ
る
が
、

四
部
会
は
松
江
で
、
二
部
会
と
教

員
免
許
状
更
新
講
習
会
（
二
十
三

・
二
十
四
日
）は
米
子
で
の
開
催
。

財
団
法
人
日
本
私
学
教
育
研
究

所
が
毎
年
、
夏
季
を
中
心
に
開
催

し
て
い
た
直
轄
研
修
会
が
平
成
二

十
一
年
度
か
ら
は
名
称
を
私
学
教

員
研
修
会
と
改

め
、
四
研
修
会
を

除
い
て
八
月
十
七

・
十
八
の
両
日
、

千
葉
市
の
海
外
職
業
訓
練
協
会
研

修
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
同
時
開
催

と
な
る
。
募
集
人
員
は
六
百
人

で
、
初
日
も
二
日
目
も
終
日
み
っ

ち
り
研
修
が
行
わ
れ
る
。
初
日
午

前
中
は
合
同
研
修
で
舞
台
美
術
家

の
妹
尾
河
童
氏
の
講
演
「
少
年
Ｈ

で
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
」、
続
い

て
野
原
明
・
文
化
女
子
大
学
附
属

杉
並
中
学
高
校
長
の
講
演
「
高
等

学
校
新
学
習
指
導
要
領
と
私

学
」。
妹
尾
氏
の
聴
講
に
あ
た
っ

て
は
必
ず
事
前
に
「
少
年
Ｈ
」
を

お
読
み
い
た
だ
き
た
い
と
の
講
師

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
る
。
初
日
午

後
、
二
日
目
の
午
前
と
午
後
は「
生

徒
指
導
」「
進
路
指
導
」「
国
語

科
」「
社
会
科
系
」「
数
学
科
」

「
理
科
系
」「
保
健
体
育
科
」「
家

庭
科
」「
外
国
語
（
英
語
）」
の
教

科
・
教
科
外
別
研
修
。
詳
細
は
四

月
上
旬
に
実
施
案
内
が
出
来
上
が

る
。
な
お
従
来
ど
お
り
単
独
で
開

催
さ
れ
る
私
学
教
員
研
修
会
は
、

「
私
学
経
営
」「
学
校
事
務
」「
私

学
の
教
育
課
程
」「
学
校
図
書

館
」
研
修
会
。

教
員
免
許
状
更
新
予
備
講
習
の
う
ち

冬
期
講
習
が
先
の
冬
休
み
期
間
中
に
四

会
場
で
行
わ
れ
た
。
東
日
本
会
場
（
千

葉
市
）、
西
日
本
会
場
（
大
阪
市
）
と

も
三
百
人
を
越
え
る
受
講
者
が
、
詰
め

掛
け
る
な
ど
、
い
ず
れ
も
募
集
定
員
を

大
幅
に
超
え
る
受
講
申
し
込
み
が
あ

り
、
受
入
数
を
増
や
す
ほ
ど
の
人
気
ぶ

り
だ
。
い
ず
れ
も
十
二
時
間
の
講
習
。

そ
の
ほ
か
の
二
会
場
は
情
報
系
の
講
習

で
各
六
時
間
。
今
年
度
唯
一
残
っ
て
い

る
予
備
講
習
は
三
月
二
十
七
日
、
都
内

で
開
催
の
情
報
科
教
育
法
発
展
コ
ー
ス

（
六
時
間
）。

今
年
度

３
回
目

私
学
の
教
育
課
程
研
修
会
開
催

委
託
研
究
員
研
究
成
果
の

報
告
会
開
催

三
重
県
で

６
月
４
・
５
日
に
私
学
経
営
研
修
会

同
日
、同
一
会
場
で
私
学
教
員
研
修
会

人気高かった
冬期講習教員免許状

更新予備講習

（８）平成２１年２月２０日私 学 時 報（第三種郵便物認可）第１１９４号


